
「「「「マルドリマルドリマルドリマルドリ方式方式方式方式」」」」によるによるによるによるレモンレモンレモンレモンのののの高収益生産高収益生産高収益生産高収益生産

本方式は，マルチ（防草シート）と点滴かん水を組み合わせて，

レモンの収量を増加させ，生産を安定させる技術です。

地域農業確立総合研究地域農業確立総合研究地域農業確立総合研究地域農業確立総合研究「「「「新品種新品種新品種新品種のののの導入導入導入導入とととと正品果率正品果率正品果率正品果率のののの向上向上向上向上によるによるによるによる

高収益型高収益型高収益型高収益型カンキツカンキツカンキツカンキツ生産体系生産体系生産体系生産体系のののの確立確立確立確立」」」」（（（（平成平成平成平成20202020年度年度年度年度～～～～22222222年度年度年度年度））））にてにてにてにて実施実施実施実施

・・・・レモンレモンレモンレモンのののの収量収量収量収量

マルチマルチマルチマルチ処理処理処理処理（（（（写真写真写真写真１１１１））））とととと点滴点滴点滴点滴かんかんかんかん水水水水

によりによりによりにより，，，，収量収量収量収量はははは２８２８２８２８％％％％増加増加増加増加しますしますしますします（（（（図図図図

１１１１）。）。）。）。特特特特にににに，，，，１１１１１１１１月月月月のののの収量収量収量収量がががが多多多多くなりくなりくなりくなり

ますますますます。。。。

・・・・年内収穫比率年内収穫比率年内収穫比率年内収穫比率

価格価格価格価格がががが比較的高比較的高比較的高比較的高くくくく，，，，寒波寒波寒波寒波のののの被害被害被害被害をををを受受受受

けにくいけにくいけにくいけにくい年内年内年内年内にににに収穫収穫収穫収穫できるできるできるできる比率比率比率比率がががが２２２２

７７７７％％％％からからからから３９３９３９３９％％％％にににに高高高高まりますまりますまりますまります（（（（図図図図１１１１）。）。）。）。

写真写真写真写真１１１１ マルチマルチマルチマルチのののの設置状況設置状況設置状況設置状況

写真写真写真写真２２２２ 発電用発電用発電用発電用ソーラーパネルソーラーパネルソーラーパネルソーラーパネル

・・・・冬冬冬冬～～～～春季春季春季春季のののの土壌乾燥土壌乾燥土壌乾燥土壌乾燥のののの影響影響影響影響

１１１１～～～～５５５５月月月月にににに土壌土壌土壌土壌のののの強強強強いいいい乾燥処理乾燥処理乾燥処理乾燥処理をををを行行行行うとうとうとうと，，，，収収収収

穫量穫量穫量穫量はははは１１１１１１１１～～～～４３４３４３４３％％％％減少減少減少減少しますしますしますします（（（（図図図図２２２２）。）。）。）。特特特特にににに，，，，

３３３３月乾燥月乾燥月乾燥月乾燥のののの影響影響影響影響がががが大大大大きくきくきくきく，，，，冬冬冬冬～～～～春季春季春季春季のかんのかんのかんのかん水水水水がががが

重要重要重要重要ですですですです。。。。

・・・・かんかんかんかん水用水用水用水用のののの水源確保水源確保水源確保水源確保

高低差高低差高低差高低差をををを利用利用利用利用してかんしてかんしてかんしてかん水水水水をををを行行行行うにはうにはうにはうには，，，，水水水水をををを高高高高

いいいい位置位置位置位置にににに運運運運ぶぶぶぶ必要必要必要必要がありますがありますがありますがあります。。。。太陽光発電太陽光発電太陽光発電太陽光発電（（（（写写写写

真真真真２２２２））））でででで送水送水送水送水ポンプポンプポンプポンプをををを自動自動自動自動でででで稼働稼働稼働稼働するとするとするとすると，，，，省省省省エエエエ

ネルギーネルギーネルギーネルギーとととと省力化省力化省力化省力化がががが可能可能可能可能となりますとなりますとなりますとなります。。。。
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図１　マルチ処理とかん水管理の違いがレモンの　　　収量に及ぼす影響（2008～2009年）02040
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注）□内の数字は，対照区を100とした時の比率

収量（kg/樹） 年内収穫比率２７％年内収穫比率３９％
図２　冬～春季の土壌乾燥処理時期の違いがレモンの　　　収量に及ぼす影響（ポット植え樹で試験）01234
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無処理区 1月土壌乾燥区 3月土壌乾燥区 5月土壌乾燥区100 89 57 76収量（kg/樹） 注）□内の数字は，無処理区を100とした時の比率


